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《人ロの動き》

12月1日現在

男3，l　IO（一17）

出生5　死亡8

女3，143（一13）計6，253（一30）

転入3　転出30

世帯数1，715（一10）
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鞭縷蠣i馨籔講灘覇鯉騰1灘i難繋

　　主な品種の作付状況
品　　　　　種 作付面積 作付比率

コ　シ　ヒ　カ　リ 220．4ha 30．2％

トドロキワセ 210．6 28．9

新　潟　早　生 110．2 15．1

五　百　万　石 58．1 8．O

こ　がね　も　ち 51．7 7．1

ホウネンワセ 28．7 3．9

越　路　早　生 22．4 3．1

そ　　の　　他 26．6 3．7

計 728．7 100．0

59年産米売渡状況　（s5g．11．g現在）単位：袋／30kg

限度数量 売渡数量 売　渡　　の　内　訳
等　　級　　別　　売　　渡　　数　　量

1　等
上位等
級比率 2　等 3　等 規格外

う
　
　
　
　
る
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
米

（90，612）

81，072

限度内

（72，723）

76，701

規格外

（100）

　155

政府米 その他うるち 8，046 1，606 20．2 5，716 569 155

自
主
流
通
米

越路早生 2，784 2，733 98．2 51

コシヒカリ 18，904 18，542 98．1 362

越みの　り 863 827 95．8 36

ホウネンワセ 3，159 3，159 100．0

トドロキワセ 20，759 20，759 100．0

新潟早生 13，255 13，255 100．O

はつこしじ 81 81 100．0

五百万石
8，652 95．2 3，103 5，549

353
⑦A

　266
⑦B

　87
小計

（90，612）

81，072

（72，823）

76，856 76，856 60，962 90．6 9，534 6，205 155

も
　
ち
　
米

（3，684）

2，905

限度内
（2，365）

2，640

規格外
（33）

　31

自
主
流
通
米

こがねもち 2，605 1，855 71．2 687 36 27

その他もち 53 26 49．1 13 14

陸　　も　ち 13 9 4

小計
（3，684）

2，905

（2，398）

2，671
2，671 1，881 70．4 700 59 31

合計
（94，296）

83，977

（75，221）

79，527
79，527 62，843 89．9 10，234 6，264 186

注1．酒米の2等、3等は上位等級に含む。
　2．（　）内の数字は前年度産米数量である。
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昭
和
五
十
六
年
よ
り
始
ま
っ
た

茄
子
の
栽
培
も
四
年
目
に
入
り
、

栽
培
農
家
・
面
積
、
と
も
年
々
増
え

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
年
は
収
量
・
価
格

と
も
に
低
迷
し
て
、
十
ア
ー
ル
当

り
の
販
売
額
は
、
昨
年
の
六
三
％

に
止
ま
り
約
五
十
三
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
生
産
技
術
の
向
上
に

よ
り
増
収
を
図
り
、
良
品
質
の
出

荷
で
「
松
代
な
す
」
の
名
声
を
得

た
い
と
、
栽
培
者
は
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。

績成売販菜野年和　59昭

作　　　　　目
栽　　　　培 販　　　　売　　　　額 10アール当　り

農家数 面　積 数　　量 単　価 金　　額 数　　量 金　　額

な　　　　　　　　す 　戸31 　　a292
162，204．きkg 　円

95 　　　　　円15，472，269
　　　kg
5，555 529，872円

い　　ん　　げ　　ん 154 199 15，663．8 568 8，891，515 787 446，810

か　　ぼ　　ち　　ゃ 10 30 5，910．O 48 282，000 1，970 94，qOO

き　　ゅ　　う　　り 4 20 1，270．0 86 109，300 635 54，650

葉たばこ収納成績表昭和59年

　今年の葉たばこは豪雪によぴ）植付けが遅

れたことや、あぶら虫や土壌病害の被害を

受けた地区があり、全体に昨年より減収と

なり、品質も落ち、平均反収で昨年の15％

減の33万8千円となりました。

　それでも100万円以上の農家は11戸もあ

り、依然として畑作部門の主要作目となっ

ています。

部落名
耕作

者数
耕作面積 収　　量 収納代金

10アール当り 1kg当り

収納金額収　量 収納代金

松代
人

2
a
2
3
．
7

kg
369．0 　円569，105

kg
155．7 　円240，129

円
1
， 542

太平 5 97．9 1，364．5 1，743，180 139．4 178，057 1，277

田　沢 1 18．0 502．0 690，015 279．0 383，342 1，375

池尻 1 10．9 160．0 138，535 147．0 127，096 866

会沢 1 21．0 551．5 918，005 263．0 437，145 1，665

清水 2 25．9 602．5 964，070 232．6 372，228 1，600

桐　山 1 14．0 387．0 638，010 276．0 455，721 1，649

蓬平 1 15．9 386．0 648，785 243．0 408，041 1，681

東　山 1（7） 263．3 6，162．5 9，684，875 234．0 367，827 1，572

大伏 6 201．7 4，525．0 6，946，535 224．3 344，399 1，535

孟　地 7 201．9 4，555．0 7，739，495 225．6 383，333 1，699

片桐山 3 61．0 1，572．5 2，530，965 257．8 414，912 1，610

滝沢 2 55．5 1，186．5 1，808，810 213．8 325，911 1，524

莇平 2 25．1 615．5 815，560 245．2 324，924 1，325

蒲生 4 55．9 951．5 1，227，225 170．2 219，539 1，290

福島 1 31．4 640．5 962，065 204．0 306，390 1，502

合計 40⑯ 1，123．1 24，531．5 38，025，235 218．4 338，574 1，550
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雇
用
保
険
が
受
け
ら
れ
る
の
は

　
　
　
　
仕
事
探
し
を
し
て
い
る
人
だ
け
で
す

　
雇
用
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が
失
業

し
た
場
合
に
、
そ
の
間
の
生
活
と
仕

事
探
し
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。

　
つ
ま
り
積
極
的
に
就
職
し
よ
う
と

す
る
意
欲
と
、
就
職
で
き
る
能
力
が

あ
り
、
実
際
に
仕
事
探
し
を
し
て
い

る
人
に
限
っ
て
、
雇
用
保
険
は
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇

〈
不
正
受
給
は
厳
し
く
処
分
〉

　
こ
の
よ
う
な
、
雇
用
保
険
の
制
度

の
趣
旨
に
反
し
て
、
就
職
し
て
い
る

の
に
そ
の
事
実
を
届
け
出
な
い
な
ど

の
や
り
方
で
雇
用
保
険
を
不
正
に
受

け
た
場
合
は
、
厳
し
く
処
分
さ
れ
ま

す
。　
処
分
の
内
容
は
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
悪
質
な
場
合
に

は
、
不
正
に
受
給
し
た
金
額
の
二
倍

の
額
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
り
、
詐
欺
罪
な
ど
に
よ
り
処
罰

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇

〈
三
百
日
分
の
支
給
額
は

　
　
　
　
保
険
料
九
十
年
分
〉

　
み
な
さ
ん
の
中
に
は
「
雇
用
保
険

は
、
自
分
で
納
め
た
も
の
だ
か
ら
返

っ
て
き
て
当
た
り
前
だ
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
　
こ
れ
は

大
き
な
間
違
い
で
す
。
例
え
ば
、
失

業
し
て
三
百
日
分
の
雇
用
保
険
を
も

ら
っ
た
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

額
は
月
々
納
め
て
い
た
保
険
料
の
お

よ
そ
九
十
年
分
に
相
当
す
る
額
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
雇
用
保
険
の
支
給

額
の
う
ち
、
自
分
が
納
め
た
分
と
い

う
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
額
は
、
他
の
労
働
者
や
事
業
主

の
方
々
が
納
め
た
保
険
料
と
、
国
民

の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
◇

〈
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て

　
　
　
　
　
有
効
な
活
用
を
〉

　
こ
の
よ
う
な
大
切
な
雇
用
保
険
が

正
し
く
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
不
正
受

給
に
対
し
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
そ
の
防
止
、
摘
発
に
努
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
不
正
受
給
は
依
然

と
し
て
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

　
現
在
雇
用
保
険
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
、
事
業

主
そ
の
他
の
皆
さ
ん
も
、
雇
用
保
険

を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
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労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
さ
れ
て

い
る
事
業
主
は
、
当
然
適
用
と
し
て

希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働

保
険
（
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
）
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
た
だ
し
、
農
林

水
産
業
の
一
部
は
任
意
加
入
に
な
っ

て
い
ま
す
．
）

　
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
不
利

、

，
●
，

・
　
、

、
　
●

9
8
　
t

益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
速
加
入
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
手
続
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安

定
所
及
び
労
働
基
準
監
査
署
で
行
い

ま
す
が
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に
事

務
を
委
託
し
ま
す
と
加
入
の
手
続
き

か
ら
、
保
険
料
の
申
告
納
付
や
、
労

働
者
を
採
用
し
た
時
、
又
は
退
職
し

た
時
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る

と
便
利
で
す
。

　
労
働
保
険
事
務
組
合
は
、
事
業
主

の
方
々
が
会
員
に
な
っ
て
い
る
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
事
務
協
同
組
合

や
そ
の
他
任
意
の
団
体
等
事
業
主
の

団
体
が
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
務
委
託
し
た
場
合
に
は

ω
事
業
主
及
び
家
族
従
事
者
な
ど
に

も
労
災
保
険
に
特
別
加
入
が
で
き
る

こ
と
。

㈲
保
険
料
の
額
に
関
係
な
く
年
三
回

に
分
割
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

⑬
保
険
関
係
の
手
続
き
か
ら
開
放
さ

れ
、
余
力
を
事
業
活
動
な
ど
に
専
念

で
き
る
こ
と
。

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
詳
し
い
こ
と
は
上
越
南
公
共

職
業
安
定
所
雇
用
保
険
課
（
〇
二
五

五
－
二
三
ー
六
一
二
一
）
同
安
塚
出

張
所
（
〇
二
五
五
九
－
二
－
二
〇
三

九
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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越
後
松
代
物
産
の
工
場
は
大
字
松

代
、
町
道
大
久
保
線
を
下
っ
た
つ
き

あ
た
り
、
山
賀
モ
ー
タ
：
ス
さ
ん
の

一
軒
と
な
り
で
す
。

　
指
定
さ
れ
た
十
二
月
八
日
午
後
、

工
場
を
訪
ね
た
。
工
場
前
に
は
加
工

を
待
つ
原
料
の
缶
が
山
と
積
ま
れ
て

い
た
。

　
実
は
十
二
月
六
日
の
新
潟
日
報
紙

上
に
「
山
菜
加
工
に
お
お
わ
ら
わ
」

と
題
し
て
紹
介
さ
れ
た
直
後
だ
っ
た
。

　
二
階
の
事
務
室
へ
上
が
り
、
社
長

さ
ん
か
ら
話
を
う
か
が
う
。

　
こ
ち
ら
へ
進
出
さ
れ
た
の
は
何
年

ご
ろ
で
す
か
．

　
昭
和
四
十
八
年
で
す
が
、
当
初
家

畜
市
場
の
あ
っ
た
所
（
太
平
）
を
借

り
て
創
業
し
た
の
で
す
が
、
無
雪
で

な
い
の
で
、
現
在
の
所
へ
移
り
ま
し

た
。
二
度
ほ
ど
増
築
を
く
り
返
し
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
の
方
々
は
何
名
く
ら
い
で

す
か
。

　
社
員
七
名
、
パ
ー
ト
ニ
九
名
で
す
。

　
勤
務
時
間
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　
社
員
が
八
時
、
パ
ー
ト
の
方
が
八

時
半
出
勤
、
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
仕
事
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　
ゼ
ン
マ
イ
、
メ
ン
マ
、
タ
ケ
ノ
コ

等
の
山
菜
を
加
工
し
、
袋
詰
め
に
し

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
ゼ
ン
マ
イ
は
中
国
、
メ
ン
マ
は
台

湾
か
ら
、
タ
ケ
ノ
コ
は
国
内
品
を
使

っ
て
い
ま
す
．

　
味
付
は
せ
ず
単
品
で
袋
詰
め
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
正
月
、
お
盆
近
く

は
特
に
忙
が
し
く
、
年
間
を
と
お
し

て
も
受
注
が
安
定
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
松
代
産
の
ゼ
ン
マ
イ
は
使
わ
れ
て

い
な
い
の
で
す
か
。

　
松
代
産
の
ゼ
ン
マ
イ
を
集
め
て
も
、

年
間
加
工
量
の
ご
く
一
部
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
ね
．

　
出
荷
先
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

　
関
東
方
面
の
青
果
市
場
、
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
す
．

　
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
か
っ
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

　
食
品
の
加
工
で
す
の
で
、
や
は
り

衛
生
面
に
は
特
に
気
を
つ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
庖
丁
を
使
い
ま
す
の
で
、

ケ
ガ
等
に
も
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
へ
来
ら
れ
て
苦
労
さ
れ
た

の
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

　
従
業
員
の
方
に
農
繁
期
に
一
斉
に

休
ま
れ
、
困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
や
っ
ぱ
り
雪
で
す
ね
。

　
お
話
を
聞
い
た
後
、
工
場
内
の
写

真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
湯
け
む
り
の
中
、
切
る
、
煮
る
、

袋
に
詰
め
る
等
の
作
業
が
、
手
際
良

く
行
わ
れ
て
い
た
。

　
取
材
を
終
っ
て
外
に
出
る
と
、
加

工
の
外
注
に
出
す
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
積
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
関
東
方
面
に
出
荷
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
親
類
で

も
正
月
の
ご
ち
そ
う
の
メ
ニ
ュ
ー
に

入
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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苧
島
部
落
は
国
道
二
五
三
を
十
日

町
方
向
、
犬
伏
橋
を
渡
っ
て
左
へ
国

道
四
〇
四
に
分
れ
、
渋
海
川
の
流
れ

に
そ
っ
て
約
一
、
五
㎞
下
流
の
地
点

川
が
大
き
く
蛇
行
し
た
居
平
に
苧

島
橋
を
は
さ
ん
で
二
十
八
戸
、
人
口

一
一
六
名
の
集
落
で
す
。
更
に
下
流

へ
中
子
部
落
を
過
ぎ
る
と
川
西
町
と

な
り
、
一
方
現
在
中
子
よ
り
片
桐
山

部
落
ま
で
全
長
百
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

三
十
メ
ー
ト
ル
の
天
王
橋
が
建
設
中

で
、
後
二
年
位
で
完
成
さ
れ
ま
す
と

奥
地
滝
沢
部
落
ま
で
無
雪
可
能
と
な

り
、
今
ま
で
町
で
も
指
折
り
の
僻
地

と
言
わ
れ
た
地
域
で
し
た
が
、
明
る

い
希
望
の
も
て
る
地
域
に
生
ま
れ
変

る
事
と
思
い
ま
す
。

　
苧
島
は
、
旧
伊
沢
郷
で
も
歴
史
は

古
く
青
苧
発
生
の
地
と
か
又
、
松
苧

山
に
ま
つ
わ
る
古
い
伝
説
も
有
る
ら

し
い
が
、
現
在
そ
れ
を
熟
知
し
た
古

老
も
な
く
、
又
明
治
三
十
五
年
に
当

時
三
十
六
戸
内
二
十
三
戸
が
焼
失
す

る
大
火
が
有
り
部
落
の
昔
を
知
る
貴

重
な
古
文
書
も
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
最
近
の
様
子
を
紹
介
致
し
ま

す
．　
部
落
が
川
辺
に
あ
る
の
で
昔
か
ら

春
の
消
雪
時
の
増
水
豪
雨
に
よ
る
水

害
に
、
生
活
に
は
一
日
も
か
か
せ
な

い
二
つ
の
長
い
吊
橋
の
流
失
、
河
川

の
浸
食
に
よ
る
度
々
の
地
滑
り
に
は

大
変
泣
か
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
他
部
落

よ
り
苦
闘
の
多
か
っ
た
処
で
し
た
。

　
最
近
の
地
滑
り
で
は
、
昭
和
十
五

年
四
月
二
十
九
日
、
午
前
四
時
、
大
地

滑
り
発
生
、
部
落
上
流
を
膨
大
な
土

量
が
完
全
に
川
を
塞
き
止
め
て
し
ま

い
、
川
上
に
増
水
し
た
水
の
為
、
住

家
一
戸
流
失
三
戸
取
壊
移
転
の
被
害

で
、
県
土
木
課
、
係
員
、
警
察
、
村

役
場
、
村
内
消
防
団
全
員
出
動
数
日

間
と
い
う
大
災
害
で
、
大
変
皆
様
の

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
御

足
労
下
さ
っ
た
方
も
、
現
在
多
数
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
紙
面
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
翌
十
六
年
地
滑
り
防
止
工
事
と
し

て
大
堰
堤
が
完
成
後
、
県
地
滑
り
指

定
地
に
な
り
、
昭
和
四
十
八
、
四
十

九
年
と
井
筒
地
下
水
の
排
除
、
そ
の

他
防
止
施
設
を
施
工
し
て
頂
き
地
滑

り
の
心
配
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
江
戸
時
代
こ
れ
以
上
の
地
滑

り
が
二
回
あ
っ
た
と
言
伝
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
国
道
四
〇
四
号
線
の
始
り
は
、
昭

和
二
年
伊
沢
橋
を
起
点
と
し
て
旧
荒

瀬
部
落
ま
で
車
の
通
る
道
路
を
村
道

と
し
て
開
通
す
べ
く
沿
線
部
落
総
会

に
於
い
て
議
決
陳
情
、
昭
和
七
年
県

の
救
農
事
業
と
し
て
着
工
、
翌
八
年

　
い
よ
い
よ
部
落
民
が
夢
に
見
た
待
望

の
車
が
渡
れ
る
橋
が
架
設
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
竣
工
の
喜
び
を
次
の
様
に

書
き
残
し
て
あ
り
ま
す
。

　
「
当
日
晴
天
一
点
の
雲
な
し
未
明
よ

り
煙
花
天
空
に
轟
き
、
各
戸
に
国
旗

を
揚
げ
、
、
沿
線
処
々
に
杉
の
ア
ー
チ

に
旗
の
飾
付
を
な
し
路
面
は
掃
清
め

ら
れ
、
早
朝
に
し
て
用
意
万
端
整
ふ

や
が
て
来
賓
を
乗
せ
迅
駆
せ
る
自
動

車
の
高
鳴
る
警
笛
近
づ
く
、
中
略

時
至
ら
ば
神
官
の
浄
掃
式
よ
り
行
事

は
進
行
、
新
橋
の
渡
初
式
と
な
る
、

神
官
、
翁
娼
、
天
狗
神
楽
を
先
頭
に

来
賓
臨
席
各
位
区
民
一
同
こ
れ
に
続

き
、
行
列
延
々
と
橋
上
を
圧
す
、
折

し
も
煙
花
は
盛
に
打
昇
ら
れ
、
見
物

人
は
橋
両
詰
に
密
集
し
、
万
才
万
才

の
声
山
々
に
轟
き
わ
た
り
、
こ
れ
小

大
観
を
見
る
有
様
実
に
夢
心
地
に
て

さ
な
が
ら
絵
巻
を
見
る
が
如
し
」
。

今
ま
で
峯
伝
い
の
人
畜
だ
け
し
か
通

れ
な
い
道
、
針
金
を
吊
渡
し
八
寸
巾

の
道
板
一
枚
を
頼
り
に
渡
る
吊
橋
が

（
昔
は
縄
橋
だ
っ
た
）
車
が
通
る
様

に
な
っ
た
当
時
の
喜
び
様
が
し
み
じ

み
察
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
喜
び
も
束

の
間
、
昭
和
十
八
年
大
水
で
一
瞬
に

し
て
流
失
、
部
落
総
出
の
架
替
工
事

に
、
死
亡
犠
牲
者
を
一
人
出
し
、
次

で
二
十
四
年
、
梅
雨
明
け
の
豪
雨
に

よ
り
流
失
、
部
落
の
力
で
労
力
と
材

木
を
出
し
合
っ
て
架
替
え
ま
し
た
が

又
、
二
十
八
年
に
春
水
で
流
失
、
今

　
　
　
　
　
7
ぺ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
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6
ぺ
ー
ジ
よ
り

度
は
時
代
も
少
し
は
良
く
な
り
県
よ

り
植
木
組
の
請
負
で
少
し
は
水
害
に

強
い
木
橋
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
折

り
も
大
怪
我
を
す
る
犠
牲
者
を
出
し

て
お
り
ま
す
。

　
道
路
も
松
代
、
犬
伏
、
小
国
、
長

岡
線
と
し
て
県
道
に
昇
格
、
辺
地
改

良
工
事
が
継
続
施
工
さ
れ
、
五
十
五

年
現
在
の
長
さ
六
十
メ
ー
ト
ル
、
巾

九
メ
ー
ト
ル
の
永
久
橋
が
完
成
さ
れ

三
種
路
線
と
し
て
無
雪
と
な
り
、
又

川
辺
通
り
の
護
岸
工
事
も
施
工
し
て

頂
き
、
も
う
水
害
の
心
配
も
無
く
な

り
ま
し
た
。
五
十
七
年
に
国
道
四
〇

四
号
線
に
昇
格
さ
れ
、
時
代
の
流
れ

も
有
り
ま
し
ょ
う
が
、
地
区
住
民
の

長
い
間
の
血
の
滲
む
様
な
苦
斗
と
努

力
又
、
町
当
局
の
お
陰
と
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

　
一
方
町
道
松
苧
山
線
の
吊
橋
も
四

十
二
年
に
巾
ニ
メ
ー
ト
ル
全
長
五
十

メ
ー
ト
ル
、
ア
ー
チ
型
の
永
久
橋
に

架
替
え
て
頂
き
、
ま
っ
た
く
橋
で
の

苦
し
み
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

　
部
落
中
央
白
山
神
社
参
道
入
口
に

町
の
文
化
財
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
余

の
大
き
な
座
地
蔵
様
が
有
り
ま
す
。

台
座
に
明
和
七
年
寅
年
と
刻
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
古
老
の
説
に
よ
る
と

も
っ
と
村
上
に
永
明
地
蔵
尊
と
し
て

立
ち
地
蔵
で
あ
っ
た
の
が
、
善
光
寺

大
地
震
と
地
滑
り
に
よ
り
倒
伏
、
安

全
な
場
所
に
移
動
す
る
に
重
く
て
動

か
さ
れ
ず
、
座
地
蔵
に
刻
み
な
お
し

た
と
言
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
人
が
何

を
祈
願
し
て
建
立
さ
れ
た
の
か
定
か

で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
火
災
病
安
産

種
々
、
厄
除
地
蔵
と
し
て
素
朴
な
願

い
を
こ
め
て
親
し
ま
れ
、
夏
は
ス
ゲ

笠
、
よ
だ
れ
掛
、
寒
く
な
る
と
肩
か

け
、
冬
は
ス
ゲ
ボ
ウ
シ
を
被
ぶ
せ
、

住
民
よ
り
心
の
よ
り
処
と
し
て
愛
さ

れ
て
お
り
ま
す
．

　
次
に
町
の
無
形
文
化
財
と
し
て
神

楽
が
有
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
現
在

の
川
西
町
室
島
よ
り
伝
承
さ
れ
た
と

か
、
明
治
大
正
に
か
け
て
が
全
盛
期

で
有
っ
た
様
で
す
。
戦
時
中
、
一
時

中
止
さ
れ
戦
後
古
老
よ
り
伝
受
さ
れ

復
活
し
た
の
で
す
が
、
又
滅
亡
寸
前

に
町
の
協
力
に
よ
り
神
楽
保
存
会
を

結
成
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
苧
島
の
現
況
を
二
、
三
紹

介
し
ま
す
。
過
疎
現
象
と
後
継
者
、

嫁
不
足
に
悩
ま
さ
れ
十
年
位
結
婚
式

が
一
件
も
な
か
っ
た
時
代
も
有
り
ま

し
た
が
、
部
落
の
環
境
が
改
善
さ
れ

る
に
つ
れ
て
、
後
継
者
の
定
着
、
若

者
の
U
タ
ー
ン
も
多
く
な
り
毎
年
二
、

三
件
の
結
婚
式
が
続
き
、
部
落
も
活

気
を
取
り
戻
し
て
来
ま
し
た
。
何
時

頃
か
ら
と
も
な
く
嫁
さ
ん
が
来
る
朝
、

婦
人
会
長
が
「
本
日
何
時
頃
、
何
家

の
お
嫁
さ
ん
が
参
り
ま
す
部
落
の
皆

さ
ん
全
員
揃
っ
て
お
出
迎
え
し
、
祝

っ
て
下
さ
い
。
」
と
放
送
し
、
仕
事
を

休
み
部
落
入
口
に
並
ん
で
拍
手
で
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
迎
え
る
習

慣
に
な
り
ま
し
た
。

非
常
に
心
暖
る
良
い
事
だ
と
思
い
ま

す
。
　
現
在
、
学
童
十
名
幼
児
十
六
名
、

大
変
部
落
内
が
明
る
く
活
気
に
満
ち

て
お
り
ま
す
。
来
年
、
樽
沢
ト
ン
ネ

ル
が
開
通
に
な
れ
ば
十
日
町
ま
で
十

五
分
位
、
北
越
急
行
再
開
と
明
る
い

見
通
し
を
目
前
に
部
落
民
全
員
、
村

興
し
に
努
力
す
れ
ば
、
若
者
に
魅
力

あ
る
部
落
と
生
れ
変
り
、
も
う
過
疎

は
曲
り
角
に
来
た
と
確
信
致
し
ま
す
。

昔
か
ら
他
部
落
と
違
い
来
る
年
も
来

る
年
も
災
害
に
苦
し
め
ら
れ
、
そ
れ

に
も
負
け
ず
立
ち
向
っ
て
来
た
不
屈

の
精
神
を
持
っ
た
住
民
は
、
そ
れ
だ

け
自
分
の
生
れ
育
っ
た
土
地
に
対
し

て
愛
着
心
が
強
く
、
し
っ
か
り
と
こ

の
土
地
に
根
を
は
っ
て
栄
る
事
を
信

じ
て
苧
島
部
落
の
紹
介
を
終
り
ま
す
。
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本箱から性風俗雑誌が…

　
子
供
の
部
屋
が
、
あ
ま
り
乱
雑
な

の
で
片
付
け
て
い
た
ら
、
本
箱
の
中

か
ら
女
性
の
ヌ
ー
ド
雑
誌
が
出
て
き

た
。
　
ふ
だ
ん
の
子
供
の
生
活
か
ら
は
想

想
も
で
き
な
い
こ
と
で
、
お
母
さ
ん

は
た
だ
び
っ
く
り
す
る
ば
か
り
。

　
最
近
は
男
の
子
と
ヌ
ー
ド
雑
誌
と

い
う
パ
タ
ー
ン
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
少
女
雑
誌
に
も
、
露
骨
な
性

風
俗
関
係
の
記
事
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
親
に
し
て
み
れ
ば
、
と
か
く
逃

げ
腰
に
な
り
が
ち
な
性
の
問
題
ー
1
。

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。　

■
さ
ま
ざ
ま
な
反
応

　
母
親
の
反
応
に
は
、
例
え
ば
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

☆
ま
あ
、
こ
ん
な
い
や
ら
し
い
も
の

を
こ
っ
そ
り
隠
れ
て
見
て
い
る
な
ん

て
．
…
：
不
潔
き
わ
ま
り
な
い
わ
。

　
な
ん
と
か
や
め
さ
せ
な
き
ゃ
。
（
潔

癖
型
）

☆
こ
ん
な
も
の
、
ど
こ
で
手
に
入
れ

た
の
か
し
ら
。
こ
れ
で
は
勉
強
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
し
、
受
験
を
控
え
て
、

と
ん
で
も
な
い
。
入
手
先
を
聞
き
出

し
て
、
二
度
と
見
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
な
き
ゃ
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
友
達

か
も
．
…
：
（
追
及
型
）

☆
へ
え
ー
、
こ
ん
な
も
の
に
興
味
を

持
つ
ほ
ど
、
あ
の
子
は
大
人
に
な
っ

た
ん
だ
な
。
成
長
し
た
の
ね
。
（
感
心

型
）☆
異
性
に
対
す
る
関
心
の
強
い
証
拠

だ
わ
。
そ
ろ
そ
ろ
、
こ
の
子
な
り
の

関
心
と
知
識
に
応
じ
て
、
性
教
育
の

話
を
し
な
く
て
は
…
…
ち
ょ
う
ど
い

い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
（
展
望
型
）

　
そ
の
対
応
の
し
か
た
に
は
、
母
親

の
、
あ
る
い
は
両
親
の
性
に
対
す
る

考
え
方
が
そ
の
ま
ま
出
る
の
が
普
通

で
す
。
“
し
め
た
！
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
話
し

あ
っ
て
み
よ
う
”
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
申
し
分
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
間
違
っ
て
も
、
　
一
方
的

に
雑
誌
を
取
り
上
げ
て
”
二
度
と
見

な
い
よ
う
に
”
と
し
か
っ
た
り
、
不

潔
な
も
の
を
見
る
よ
う
な
態
度
で
子

供
に
接
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
異
性
に
対
す
る
関
心
が
出
て
き
た

と
い
う
こ
と
は
、
子
供
が
心
身
と
も

に
健
全
に
発
育
し
て
い
る
こ
と
の
”

証
拠
”
で
も
あ
り
ま
す
。

　
中
学
生
と
も
な
れ
ば
”
異
性
へ
の

関
心
”
が
具
体
的
に
起
き
て
く
る
の

は
当
然
な
の
で
す
。

　
■
説
教
調
、
教
訓
調
に

　
　
　
　
　
な
ら
な
い
よ
う
に

　
家
庭
で
は
、
性
の
話
を
タ
ブ
ー
視

し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
ふ
だ
ん
か

ら
親
子
の
間
で
オ
ー
プ
ン
に
異
性
に

つ
い
て
の
話
が
で
き
る
雰
囲
気
づ
く

り
が
必
要
で
す
．

　
さ
て
、
こ
の
機
会
に
子
供
と
話
し

合
い
を
、
と
い
う
場
合
は
お
父
さ
ん

が
す
る
に
し
ろ
お
母
さ
ん
に
せ
よ
、

第
三
者
を
交
え
ず
子
供
と
二
人
だ
け

の
場
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

　
一
般
論
な
ら
と
も
か
く
、
隠
し
て

い
た
”
性
雑
誌
”
に
触
れ
な
が
ら
語

り
合
お
う
と
い
う
の
で
す
。

　
身
内
だ
か
ら
と
い
っ
て
兄
弟
の
前

で
話
題
に
し
た
り
す
る
の
は
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
．

　
性
は
、
も
と
も
と
メ
ン
タ
ル
な
要

素
が
強
い
も
の
．

　
心
の
傷
に
な
ら
な
い
よ
う
に
f
i
。

　
説
教
調
に
な
っ
た
り
、
教
訓
的
に

な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
、

自
分
の
体
験
を
淡
々
と
語
る
よ
う
な

調
子
で
話
し
て
下
さ
い
。
性
は
成
長

過
程
の
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
の
よ
う
な

も
の
。

　
子
供
は
自
ら
の
”
脚
力
”
で
越
え

・5000m
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ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
親
は
、
ど
う
応
援
す
る
の
が
い
い

の
か
、
よ
く
考
え
た
い
も
の
で
す
。

　
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

気
象
よ
も
や
ま
話
㈹

　
　
雪
の
誕
生

　
　
　
　
　
　
万
　
羽
卓
　
司

　
空
の
ど
こ
か
に
穴
で
も
あ
い
て
い

る
の
か
な
あ
、
と
子
供
の
こ
ろ
雪
空

を
見
あ
げ
た
思
い
出
が
あ
る
。

　
白
い
空
を
バ
ッ
ク
に
、
薄
墨
色
の

粟
つ
ぶ
が
右
往
左
往
す
る
だ
け
で
、

目
の
前
だ
け
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
と
舞
い

落
ち
る
雪
片
を
怪
認
な
目
で
眺
め
た

も
の
で
あ
る
。

　
雪
の
出
現
は
、
一
般
者
が
考
え
る

ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
水
が

凍
っ
た
も
の
は
氷
で
あ
る
。
氷
を
ど

　
　
　
　
ヨ
日
噴

　
　
　
　
纈
摘

　
　
　
　
の
　
過
　
　
　
　
ケ

　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
ロ
彫

　
氷

　
ん
な
に
細
分
し
て
も
雪
に
は
な
ら
な

　
い
。
雪
片
は
初
め
か
ら
雪
な
の
で
あ

　
る
。

　
　
雪
の
で
き
方
を
調
べ
る
と
、
理
論

　
的
に
は
大
変
難
か
し
い
の
で
、
事
実

　
だ
け
を
述
べ
よ
う
。

　
　
富
士
山
よ
り
も
千
m
以
上
も
高
い

　
大
空
は
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
よ

　
り
も
も
っ
と
下
が
る
。
こ
の
大
気
中

　
に
十
分
な
水
蒸
気
が
入
り
こ
む
と
、

　
そ
こ
に
浮
ん
で
い
る
無
数
の
チ
リ
を

　
中
核
に
し
て
い
わ
ゆ
る
雪
の
結
晶
が

　
で
き
る
。
チ
リ
が
な
け
れ
ば
結
晶
は

　
で
き
な
い
。

　
　
こ
の
段
階
の
結
晶
を
氷
晶
と
呼
ん

　
で
い
る
。
大
き
さ
は
二
〇
ミ
ク
ロ
ン

　
く
ら
い
の
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
こ

　
れ
が
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
て
富
士
山
の

　
高
さ
く
ら
い
の
雲
の
中
に
入
る
と
、

　
こ
こ
に
不
思
議
な
こ
と
が
起
き
る
。

　
　
雲
の
中
は
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
く
ら

　
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
過
冷
却
の
水

　
　
　
滴
と
水
蒸
気
を
含
ん
で
い
る
。

　
　
　
そ
こ
へ
氷
晶
が
入
る
と
、
過
冷

　
　
　
却
水
滴
は
蒸
発
し
、
水
蒸
気
が

　
　
　
氷
晶
の
上
に
結
晶
す
る
。
寒
い

　
　
　
　
重
く
な
っ
た
雪
片
が
ゆ
っ
く

　
　
　
り
落
ち
な
が
ら
、
周
り
の
雪
片

　
　
　
と
く
っ
つ
き
あ
っ
て
成
長
し
な

　
　
　
が
ら
降
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
ひ
ょ
う
、
あ
ら
れ
な
ど
と
は

　
　
　
る
。

0
　
　
で
き
方
が
全
く
違
う
も
の
で
あ

上
　
　
朝
の
霜
を
考
え
れ
ば
よ
い
。

地
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全
日
本
剣
道
連
盟
が
行
う
剣
道
昇

段
審
査
は
、
毎
年
二
回
県
内
の
各
会

場
を
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
、
今
年
も

八
月
二
六
日
、
堀
之
内
町
堀
之
内
小

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
段
受
検
者
だ
け
で
も
二
百
人
ほ

ど
集
る
中
で
、
今
年
は
昨
年
か
ら
通

い
始
め
て
二
年
目
に
な
る
中
学
生
二

人
と
、
高
校
生
一
人
が
受
験
し
全
員

合
格
い
た
し
ま
し
た
。

　
彼
ら
は
、
週
二
回
の
剣
道
教
室
に

か
か
さ
ず
参
加
し
、
又
夏
休
み
に
は

中学生男子剣道
格
，口

ゆ
㌧ζ段初

朝
げ
い
こ
を
す
る
等
の
努
力
を
重
ね

て
、
見
事
初
段
に
合
格
い
た
し
ま
し

た
。
松
代
か
ら
巾
学
生
の
初
段
が
誕

生
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
今
後

も
次
々
と
初
段
の
中
学
生
が
生
ま
れ

る
よ
う
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

お
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
o
初
段
　
合
格
者

　
　
　
菅
井
健
人
（
松
高
三
年
）

　
　
　
鈴
木
健
児
（
松
中
三
年
）

　
　
　
高
橋
直
也
（
松
中
三
年
）

な

で　リバ　ゆぼぼねぼねクロザゆヂリ

き　　ド　　ミ
き　　　　　　　　ミ

簸八i亀　　　　　　　　　ミ
ロ　　　　　　　　　ヨ
こ　　　　　　　　　　　　　ロ

1　耀齢l
l　員i
な　　　　　　　　　　　　　む
こ　　　　　　　　　る

1がll郡　　i
購続き
l　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　書

i道　　i
き　　　　　　き
き　　　　　　　　　ヨ

1蒙　　i
き　　　　　　　　　ミ
ヨ　　　　　　　　　ミ
ロ　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i嶽　　　li講竃　　　l
l　　・　　　1
じ　　　　　　　　　　　　　む

1　　　　　　1
じ　　　　　　　　　　　　　を

l　　　　　　l
さ　　　　　　　　　　　　　ヨ

l　　　　　　i
鹸冒り脚輔r∋恥歯”齢償ρ轍、』幽塵、轡ρ嶺ダゆ諭

　
去
る
十
一
月
十
八
日
、
恒
例
の
郡

市
剣
道
大
会
が
、
中
里
村
田
沢
中
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
剣
道
連

盟
も
、
団
体
戦
で
は
一
般
高
校
男
子

の
部
と
中
学
生
男
子
の
部
に
、
又
個

人
戦
で
は
、
　
一
般
高
校
の
部
か
ら
小

学
生
男
女
の
部
全
て
に
出
場
し
、
毎

週
二
回
の
練
習
で
磨
い
て
き
た
技
を

発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
入
賞
を
果
し

ま
し
た
。

　
当
日
の
寒
気
が
身
を
刺
す
ほ
ど
の

寒
さ
に
も
負
け
な
い
熱
気
と
歓
声
が

一
日
中
会
場
に
あ
ふ
れ
、
最
後
ま
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
団
体
戦
　
男
子

　
〇
一
般
高
校
の
部
　
第
三
位

　
　
　
先
鋒
柳
　
　
茂

　
　
　
次
鋒
　
柳
　
久

　
　
　
中
堅
　
皆
川
武
志

　
　
刊
蒜
寸
　
　
o
。
　
　
一
誼
り

　
　
畠
半
　
　
籾
　
　
　
㎜
目
ハ

　
　
大
将
　
内
野
信
昭

o
中
学
生
の
部
　
第
三
位

　
　
先
鋒
　
小
島
文
彦
（
二
）

　
　
次
鋒
　
高
橋
直
也
（
三
）

　
　
中
堅
　
西
潟
一
浩
（
二
）

　
　
副
将
　
鈴
木
健
児
（
三
）

　
　
大
将
　
高
橋
秀
征
（
一
）

　
　
　
（
）
内
は
学
年

◎
個
人
戦

　
〇
一
般
高
校
男
子
の
部

　
　
準
優
勝
　
皆
川
武
志

　
〇
一
般
高
校
女
子
の
部

　
　
優
勝
　
　
伊
藤
芳
美

．
…
一
曹
累
昌
…
｝
2
8
…
ワ
＝
鼻
…
．
含
畠
＝
一
一
冒
2
畠
…
冒
零
昌
一
一
一
一
．
＝
畠
…
冒
3
晶
…
一
暫
．
、
晶
一
一
＝
｝
2
畠
…
曽
＝
轟
≡
一
▼
．
…
冒
富
“
…
一
3
．
一
一
＝
．
＝
昌
葦
一
3
〔
…
．
＝
昌
…
一
雷
畠
…
智
＝
畠
…
三
…
三
一
…
雪
…
一
三
…
三
…
零
…
1
…
三
一
…
竃
…
三
…
三
…
－
…
一
三
…
三
…
・
・
…
一
三
≡
三
…
マ
§
一
一
三
…
三
…
＝
…
＝
Σ
…
三
…
。
一
…
一
7

支
払
調
書
の
提
出
は

1
月
31
日
ま
で
で
す

　
給
料
、
報
酬
、
料
金
、
利
子
、
配

当
、
日
雇
賃
金
等
の
支
払
者
は
、
支

払
先
の
住
所
、
氏
名
、
支
払
金
額
な

ど
を
記
載
し
た
書
類
（
支
払
調
書
と

い
い
ま
す
）
を
税
務
署
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
支
払
調
書
は
、
そ
の
年
中
の

支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る

も
の
で
、
提
出
期
限
は
利
子
、
配
当

な
ど
を
除
き
、
翌
年
の
一
月
三
十
一

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
払
調
書
に
は
、
多
く
の
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
主
な
支

7ハ

Bl　
、
o

　
、
θ
c
、

　
　
　
e
．
一
‘
～
2
・

脳禄
「
「
『

「
「
「

「
「
「

　
　
0
　
　
・
　
　
薗

払
調
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
給
与

支
払
報
告
書

　
昭
和
五
十
九
年
中
の
俸
給
、
給
料

賃
金
、
年
金
な
ど
の
「
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
」
で
一
定
金
額
以
上
の

も
の
で
す
．

　
ま
た
、
同
時
に
複
写
作
成
さ
れ
る

給
与
支
払
報
告
書
は
、
金
額
の
制
限

は
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
を
受
給
者

の
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
現
在
の
住

所
の
市
町
村
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．

◎
報
州
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞
金

支
払
調
書

外
交
員
、
集
金
人
等
の
受
け
る
報
酬

で
一
定
金
額
以
上
の
も
の

◎
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書

昭
和
五
十
九
年
中
に
不
動
産
の
賃
借

に
伴
っ
て
支
払
わ
れ
る
賃
借
料
、
権

利
金
、
更
新
料
等
一
定
額
以
上
の
も

の◎
旦
雇
賃
金
等
支
払
報
告
書

本
人
に
源
泉
徴
収
票
を
交
付
し
、
所

在
地
の
市
町
村
に
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
た
者
を
除
い
た
全
員
に
つ

い
て
、
昭
和
五
十
九
年
中
支
払
っ
た

賃
金
の
全
部
に
つ
い
て
報
告

詳
し
く
は
、
高
田
税
務
署
ま
た
は
、

役
場
税
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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蜘糠
　
欝
魏
饗

　
　
　
翻
羅
聯
灘
㎜
灘
縫
難
薄
　
灘
　
懸

　
き
れ
い
な
寝
間
着
に
着
替
え
る
こ

と
は
、
清
潔
さ
を
保
つ
こ
と
は
も
と

よ
り
「
床
ず
れ
」
を
防
止
し
た
り
気

分
転
換
に
も
な
り
ま
す
。
夏
は
で
き

る
だ
け
毎
日
、
冬
は
一
、
二
日
お
き

に
着
替
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
Q　
着
替
え
は
普
通
、
着
て
い
る
寝
間

着
を
脱
が
せ
な
が
ら
、
一
方
で
新
し

い
も
の
を
着
せ
て
い
く
、
つ
ま
り
着

脱
を
同
時
に
行
い
ま
す
。

　
特
に
冬
は
着
替
え
の
際
、
お
年
寄

り
に
寒
い
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
、

図一A

◎

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
看
護
者
も

手
を
十
分
暖
め
て
お
く
な
ど
の
気
く

ば
り
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

①
寝
間
着
（
浴
衣
）
の
ひ
も
を
解
く
。

②
病
人
の
肩
と
腰
に
手
を
か
け
、
手

前
に
起
こ
し
て
体
を
横
向
き
に
す
る
。

③
肩
か
ら
手
を
入
れ
、
ひ
じ
の
ほ
う

　寒くないよう

脱がせながら着せる

へ
す
べ
ら
せ
て
袖
を
脱
が
せ
る
。

④
着
替
え
の
寝
間
着
の
袖
口
か
ら
手

を
通
し
、
病
人
の
手
を
取
っ
て
脱
が

せ
た
側
に
着
せ
る
（
図
ー
A
）
。

⑤
脱
が
せ
た
寝
間
着
を
、
ゴ
ミ
な
ど

が
散
ら
な
い
よ
う
内
側
に
丸
め
な
が

ら
体
の
下
に
押
し
込
む
（
図
l
B
）
。

図一B

欝鷺謙灘鷺警

　　　　　含

　着替えを押し込む

汚れたー

寝間着⇒
を丸める

⑥
着
替
え
の
寝
間
着
を
、
丸
め
た
寝

間
着
の
下
に
押
し
込
む
。

⑦
病
人
を
仰
向
け
に
し
、
下
か
ら
二

枚
の
寝
間
着
を
一
緒
に
引
き
出
し
、

汚
れ
た
寝
間
着
を
取
り
去
る
。

⑧
4
と
同
じ
よ
う
に
し
て
、
反
対
側

に
も
着
せ
る
。

図一C⑨
前
を
合
わ
せ
、
両
脇
の
縫
い
目
を

引
っ
ぱ
っ
て
背
中
の
し
わ
を
伸
ば
す

（
し
わ
が
長
時
間
体
に
当
た
る
と
痛

く
、
床
ず
れ
の
原
因
に
も
な
る
）
。

⑩
前
身
ご
ろ
を
合
わ
せ
、
ひ
も
を
結

ぶ
。
左
前
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
（
図

I
C
）
。

…◆◆刈■レ◆

離
鵬
飯
“
の
重
要
牲
惚
見
亘
ず
⑧

…◆◆◆◆つ…◆

望
ま
し
い
日
本
型
食
生
活
を
め
ざ
し
て

国
産
食
料
の
有
効
利
用
が

自
給
率
を
引
き
あ
げ
る
。

◆
　
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
食
料
の
自
給

　
給
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

　
利
用
を
、
毎
日
の
食
生
活
に
生
か
す

　
よ
う
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

　
　
特
に
、
大
量
に
消
費
す
る
主
食
用

　
の
生
産
が
期
待
で
き
る
牛
乳
、
乳
製

　
魚
介
類
か
ら
多
く
取
る
よ
う
に
し
ま

　
　
ま
た
、
野
菜
や
果
物
は
、
新
鮮
で

　
う
た
め
に
も
、
な
る
べ
く
地
場
産
の

　
も
の
を
。

　
を
生
か
し
た
伝
統
的
な
食
品
や
、
安

◆
全
で
品
質
の
よ
い
加
工
食
品
も
大
い

つ
う
か
．

つ
　
そ
れ
に
は
ま
ず
国
産
食
料
の
有
効

◆
の
難
は
米
を
中
心
に
し
国
内
で
の

つ
生
産
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

つ
ま
す
．

っ
ま
た
、
タ
ン
パ
ク
質
は
・
国
内
で

つ◆
品
や
日
本
の
沿
岸
、
近
海
で
と
れ
る

つつ
す
。
そ
れ
が
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る

っ
上
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
す
。

◆
し
か
も
旬
の
も
の
を
た
っ
ぷ
り
味
わ

っ
　
さ
ら
に
こ
れ
ら
国
内
生
産
の
食
料

、

に
食
生
活
に
と
り
入
れ
た
い
も
の
で

す
。　
こ
う
し
た
、
食
生
活
に
対
す
る
考

え
方
が
、
自
給
率
向
上
の
け
ん
引
力

と
な
る
の
で
す
．

　
そ
し
て
”
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
理
想
的
”
と
欧
米
諸
国
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
日
本
型
食
生
活
を

守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
も
自
給
率

の
向
上
は
欠
か
せ
な
い
条
件
な
の
で

す
。
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『
国
籍
法
』
と
『
戸
籍
法
』
の

－
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
「
国
籍
法
」
と
「
戸
籍
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
来
年
の
一
月

］
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
改
正
点

を
、
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

…
父
系
皿
統
主
義
か
ら
…

㎜
　
父
田
両
系
主
義
へ
㎜

　
現
在
の
国
籍
法
は
、
　
「
父
系
血
統

主
義
」
の
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
生
ま
れ
た
と
き
に
「
父
」

が
日
本
人
（
日
本
の
国
籍
を
持
っ
て

い
る
）
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
も
日
本

の
国
民
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
「
父
系
血
統
主
義
」
で
は
、

例
え
ば
、
父
が
外
国
人
で
母
が
日
本

人
と
い
う
国
際
結
婚
の
夫
婦
か
ら
生

ま
れ
た
子
は
、
日
本
の
国
籍
を
取
得

で
き
ま
せ
ん
。

　
改
正
法
で
は
、
こ
の
「
父
系
血
統

主
義
」
か
ら
「
父
母
両
系
主
義
」
へ

と
、
そ
の
原
則
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
父
母
両
系
主
義
」
と
は
、
生
ま

れ
た
と
き
に
「
父
ま
た
は
母
」
の
い

ず
れ
か
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の

子
は
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
国
際
結
婚

し
た
日
本
人
の
女
性
の
子
も
、
日
本

塗
．　
　
｝
7

＠

の
国
籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

〆
ず
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．
9
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…
二
重
国
籍
を
防
止
す
る
㎜

…
　
「
留
保
制
度
」
と
　
　
㎜

㎜
　
　
　
　
「
選
択
制
度
」
…

面
嚇
鷲
轟
羅
絆
穫
、

　
．
，
　
　
　
　
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
父
親
の
韓
国

籍
に
加
え
て
母
親
の
日
本
国
籍
も
取

得
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
子

は
、
日
本
と
韓
国
の
二
重
国
籍
者
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
二
重
国
籍
の

状
態
で
は
、
二
つ
の
国
の
主
権
が
同

時
に
一
人
の
人
間
に
対
し
て
及
ぶ
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
国
際
的
間
題
を
生

ず
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
二
重
国
籍

を
防
止
す
る
た
め
、
改
正
法
で
は
「
留

保
制
度
」
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
る
と

と
も
に
、
ま
た
新
た
に
「
選
択
制
度
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
留
保
制
度
」
と
は
、
外
国
で
出
生

し
て
二
重
国
籍
と
な
っ
た
人
は
、
所

定
の
期
間
内
に
日
本
の
国
籍
を
留
保

（
権
利
や
義
務
を
保
持
す
る
こ
と
）
す

る
と
い
う
意
志
表
示
を
し
な
け
れ
ば
、

日
本
の
国
籍
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い

う
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
の
留
保
制
度
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

生
地
主
義
国
（
父
母
の
国
籍
に
関
係

な
く
、
自
国
で
生
ま
れ
た
者
に
国
籍

を
与
え
て
い
る
国
）
で
生
ま
れ
た
二

重
国
籍
者
だ
け
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
改
正
法
で
は
、
国
外
で
出

生
し
た
す
べ
て
の
二
重
国
籍
者
に
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
選
択
制
度
」
と
は
、
二
重
国
籍
者

に
、
二
重
国
籍
に
な
っ
た
と
き
が
二

十
歳
未
満
の
と
き
は
二
十
二
歳
ま
で

に
、
二
十
歳
以
上
の
と
き
は
そ
の
と

き
か
ら
二
年
以
内
に
、
日
本
の
国
籍

か
外
国
の
国
籍
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん

で
も
ら
う
と
い
う
制
度
で
す
。

…
日
本
へ
の
帰
化
条
件
…

…
　
　
が
男
女
同
一
に
…

　
現
在
の
国
籍
法
で
は
、
日
本
人
と

結
婚
し
た
外
国
人
の
帰
化
条
件
が
、

そ
の
外
国
人
が
夫
で
あ
る
か
妻
で
あ

る
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
外
国
人
の
夫
の
場
合
は
、
最

低
三
年
間
、
日
本
国
内
に
居
住
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
外

国
人
の
妻
に
は
そ
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
夫
か
妻
か
を

問
わ
ず
、
最
低
三
年
間
の
国
内
居
住

及
び
現
に
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
は
婚
姻
後
三
年
を
経

過
し
、
か
つ
、
一
年
以
上
日
本
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
父
母
両
系
主
義
」
の
立
場
を
と
る

改
正
法
は
、
施
行
後
（
昭
和
六
十
年

一
月
一
日
以
後
）
に
生
ま
れ
た
子
に

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
生

ま
れ
た
子
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
改
正
法
で
は
、
施
行
日

前
二
十
年
以
内
に
生
ま
れ
た
人
（
施

行
日
に
未
成
年
の
子
）
で
、
母
の
国

籍
が
、
そ
の
子
が
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
現
在
あ
る
い
は
死
亡
の
と
き
ま
で

日
本
人
で
あ
れ
ば
、
施
行
日
か
ら
三

年
以
内
に
法
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
取
得

で
き
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
す
で
に
二
重
国
籍
に

な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
改
正

法
施
行
日
に
二
重
国
籍
と
な
っ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
日
か
ら
三
年

以
内
に
、
日
本
の
国
籍
か
外
国
の
国

籍
か
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
選
択

を
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
日
本
の

国
籍
を
選
択
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、

日
本
の
国
籍
は
失
い
ま
せ
ん
。

喝ロ
　
じ

’
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四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

“
　
冬
本
番
と
な
り
、
冬
道
と
不
斜

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

柵
慣
れ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
最
も
ひ
細

㎜
ん
ぱ
ん
に
遭
遇
す
る
の
が
発
蕊

㎜
時
の
空
転
ス
リ
ッ
プ
、
冬
道
は
皿

皿
－
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
や
す
い
跳

㎝
態
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
勲

槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

☆
空
転
状
態
を
続
け
る
の
は
最
低

　
車
が
雪
道
で
停
止
し
た
場
合
、
あ

わ
て
て
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
こ
ん
で
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
で
は
状
況

を
か
え
っ
て
悪
く
す
る
だ
け
で
す
。

ち
ょ
っ
と
で
も
空
転
ス
リ
ッ
プ
を
感

じ
た
ら
、
た
だ
ち
に
ア
ク
セ
ル
の
踏

み
込
み
を
弱
め
、
空
転
し
な
い
位
置

で
固
定
す
る
の
が
上
手
な
や
り
方
で

す
。

凱、諺
、
7
、
欧

辱
、

　
　
　
ヤ

藤
、
，
”

　
～

幡懲．饗
μ
｝

☆
前
進
と
後
退
の
連
続
操
作
で

　
バ
ッ
ク
も
前
進
同
様
、
ス
リ
ッ
プ

し
て
思
う
よ
う
に
発
進
で
き
な
い
と

き
は
ハ
ン
ド
ル
を
ま
っ
す
ぐ
向
け
、

バ
ッ
ク
と
前
進
の
操
作
を
交
互
に
、

こ
き
ざ
み
な
連
続
動
作
で
繰
り
返
す

と
、
ク
ル
マ
は
し
だ
い
に
前
後
に
ゆ

れ
て
く
る
の
で
、
そ
の
ゆ
れ
の
反
動

に
う
ま
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん
で
や
る
と
、

大
概
、
発
進
で
き
ま
す
の
で
試
み
て

み
ま
し
よ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ス
リ
ッ
プ
し
て

発
進
が
困
難
に
な
る
と
い
う
の
は
、

不
用
意
な
停
止
や
駐
車
に
よ
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。
特
に
駆
動
輪
を

凹
み
に
落
し
た
り
、
突
起
部
の
直
前

に
位
置
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
停

止
し
ま
し
ょ
う
。

☆
わ
だ
ち
に
逆
ら
う
と

　
　
　
　
非
常
に
危
険

　
わ
だ
ち
が
で
き
て
い
る
道
路
を
走

る
場
合
は
慎
重
に
運
転
し
な
い
と
、

ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
た
り
し
て
思
わ

ぬ
「
尻
振
り
」
や
ス
ピ
ン
を
招
い
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
わ
だ
ち
の
様
子

を
よ
く
観
察
し
て
、
全
輪
を
わ
だ
ち

に
落
と
し
て
走
行
す
る
方
が
よ
い
か

右
か
左
か
の
片
側
の
車
輪
だ
け
を
、

わ
だ
ち
に
落
と
し
て
走
行
す
る
方
が

よ
い
か
を
慎
重
に
判
断
し
、
い
ず
れ

の
場
合
も
ス
ピ
ー
ド
を
十
分
に
落
と

し
て
、
わ
だ
に
に
逆
ら
わ
ず
に
走
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
尚
、
わ
だ
ち
か
ら
抜
け
出
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
わ
だ
ち

の
浅
い
所
を
選
ぶ
こ
と
、
十
分
に
減

速
し
、
駆
動
力
の
あ
る
低
速
ギ
ア
に

シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
、
ハ
ン
ド

　
　
　
／
／
〆
ろ
　
イ

ン
　
　
ろ
ノ

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
ノ

　
　
　
ノ
’
　
ノ

　
　
　
、
／
　
』

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
ノ
／

　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
〆

　
　
．
貯

　
　
　
6

　
び
　
ド
一
－
．
、
　
　
－

、
［

ザ
、　
へ
．

　
　
　
レ
　
’

　
　
　
　
．
〆

　
　
　
　
．
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
、

．
〆

琶
　
．

ル
は
が
っ
ち
り
握
っ
て
大
き
め
に
操

作
す
る
こ
と
等
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

・
つ
。

　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　●ホンビングフレーキ

　　　　　　　　　ブレーキを踏みっぱな

　　　　　　　　　しにしないで、ロック

　　　　　　　　　するまで踏んだら戻し、
一1一　　　　、く　また踏むというのを縁

　　　　　　　　　り返す。

☆
効
果
的
な

　
　
　
ブ
レ
ー
キ
操
作
は

　
で
き
る
だ
け
制
動
距
離
を
短
く
し

し
か
も
、
尻
振
り
ス
リ
ッ
プ
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
に
制
動
、
停
止
す
る

た
め
に
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
込
み

を
車
輪
が
ロ
ッ
ク
す
る
寸
前
の
と
こ

ろ
で
維
持
す
る
、
と
い
う
の
が
理
想

的
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
踏
力
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
非
常
に
微
妙
で
す
。

そ
こ
で
ま
ず
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を

十
分
に
効
か
せ
て
か
ら
、
ブ
レ
ー
キ

を
踏
み
込
み
、
車
輪
が
ロ
ッ
ク
し
て

ス
リ
ッ
プ
を
感
じ
た
ら
ブ
レ
ー
キ
を

直
ち
に
戻
し
、
ま
た
、
ロ
ッ
ク
す
る

ま
で
踏
み
込
む
、
と
い
う
の
を
繰
り

返
す
い
わ
ゆ
る
ポ
ン
ピ
ン
グ
ブ
レ
ー

キ
を
ま
ず
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
し
だ
い
に
微
妙
な
踏
力
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
体
得
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

戸
籍
の
窓
ロ

＋
一
月
受
付
分

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

小
堺
祐
香
　
父
美
輝
　
母
イ
ツ
子

　
　
　
　
（
長
女
・
儀
明
・
干
場
）

田
邊
泰
裕
　
父
謙
一
　
母
直
子

　
　
（
長
男
・
寺
田
・
弥
左
衛
門
）

松
澤
優
作
　
父
喜
久
男
　
母
み
ゆ
き

　
　
　
（
長
男
・
儀
明
・
早
稲
田
）

松
澤
翔
太
　
父
喜
久
男
　
母
み
ゆ
き

　
　
　
（
二
男
・
儀
明
・
早
稲
田
）

松
澤
翼
父
喜
久
男
母
み
ゆ
き

　
　
　
（
三
男
・
儀
明
・
早
稲
田
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

菅
井
常
吉
　
70
歳

小
堺
新
次
郎
63
歳

佐
藤
タ
ツ
　
74
歳

桑
原
龍
作
　
82
歳

山
本
勝
芳
　
76
歳

小
堺
関
右
衛
門
80
歳

高
橋
カ
ツ

中
澤
重
市

犬桐清蓬松
伏山水平代

　
　
　
　
蓬
平

89
歳
　
千
年
佐
治
兵
衛

81

歳
木
和
田
原
か
じ
や

冥
し
4
♂ 志

茂
喜

新
宅
加
善
政
衛
門

油
屋
　
作
畑
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文
芸

藍
．

．

霞誌
　
　
び
り

し

ぶ
み
句

会

出
稼
ぎ
の
村
ひ
そ
と
し
て
冬
を
待
つ

木
の
葉
髪
四
十
路
の
妻
の
手
内
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

神
不
在
讃
岐
琴
平
大
権
現

海
に
島
空
に
雲
浮
く
冬
の
旅
淡
　
水

小
春
日
や
幹
を
温
め
し
山
毛
樫
林

初
氷
音
た
て
砕
く
始
発
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

電
話
す
る
妻
は
初
雪
の
こ
と
長
く

菊
花
展
終
わ
れ
ば
そ
こ
よ
り
苗
選
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

炉
を
開
き
峰
の
松
風
通
し
け
り

霜
枯
れ
や
煙
豊
か
な
三
軒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

元

遠
尾
根
に
初
雪
見
え
て
墓
碑
囲
う

窯
小
屋
も
た
た
ん
で
山
の
広
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

目
覚
む
れ
ば
庭
に
名
残
り
の
初
霰

な
ぐ
り
降
る
震
を
傘
に
客
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

大
寺
の
奥
に
晩
秋
ふ
か
み
ゆ
く

ふ
り
む
け
ば
桐
の
落
葉
が
寝
返
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

熱
燗
に
夫
の
顔
の
や
わ
ら
ぎ
ぬ

霜
降
り
て
庭
の
草
花
色
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美

根

湯
豆
腐
の
泳
ぎ
に
箸
を
動
か
し
ぬ

短
日
や
浮
雲
だ
け
に
暮
れ
の
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

宴
席
を
ぬ
け
て
窓
辺
の
雪
景
色

ど
こ
ま
で
も
続
く
山
道
枯
尾
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠

托
鉢
の
わ
ら
じ
白
足
袋
大
炉
焚
く

秋
刀
魚
焼
く
妻
の
日
常
教
師
た
り

蒲
生
句
会

歩

六　
　
花

ま
た
も
来
し
土
方
飯
場
や
秋
の
暮

職
な
く
て
部
屋
に
こ
も
る
も
菊
日
和

出
稼
ぎ
に
来
て
あ
か
ぎ
れ
の
治
り
け

り　
　
　
　
　
　
在
千
葉
　
　
鐵
堂

冬
晴
れ
や
飛
行
機
雲
の
一
流
れ

小
春
日
や
小
豆
小
さ
く
干
さ
れ
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

小
春
日
や
顔
ふ
く
猫
に
陽
の
匂
い

熟
れ
柿
を
食
う
朝
々
の
霜
ふ
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人
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園
芸
｝
ロ
メ
モ

“
松
代
園
芸
愛
好
会
ー

樹
形
の
い
ろ
い
ろ

幹

幾
度
も
香
を
嗅
ぐ
薔
薇
の
返
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ぴ

炭
つ
ぎ
て
地
図
追
う
炬
燵
夫
は
出
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

病
廊
に
着
ぶ
く
れ
夫
婦
迷
い
お
り

帰
り
来
て
張
り
の
ほ
ぐ
る
る
堀
炬
燵

豆
稲
架
を
打
ち
て
霰
の
飛
び
散
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

裸
木
に
椅
れ
ば
一
日
の
温
み
あ
り

山
毛
樫
林
全
裸
木
魂
を
遊
ば
せ
て

落
ち
葉
ふ
か
し
足
裏
に
木
の
実
弾
ま

せ
て
　
　
　
　
　
　
　
竜
峰

　
〈
今
月
の
一
句
〉

出
稼
ぎ
に
来
て
あ
か
ぎ
れ
の
治
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

　
蒲
生
句
会
の
仲
間
に
は
出
稼
ぎ
す

る
人
が
多
い
。
そ
れ
も
決
し
て
楽
で

な
い
土
工
。
し
か
し
気
が
付
い
て
み

る
と
い
つ
の
間
に
か
あ
か
ぎ
れ
が
治

っ
て
い
る
。
日
頃
の
農
作
業
が
如
何

に
き
び
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
…

作
者
の
感
慨
の
伝
わ
る
句
で
あ
る
。

　
＠
模
様
木

　
平
地
で
も
し
ば
し
ば
見
か
け
る
姿

で
す
が
、
根
張
り
は
力
強
く
、
幹
や

枝
が
、
前
後
左
右
に
曲
線
を
え
が
い

て
立
ち
上
が
っ
て
い
る
老
木
の
姿
で

す
。

根
　
張
　
り

　
八
方
根
張
り
で
立
上
が
り
が
良
い

こ
と
が
理
想
で
す
。

　
立
ち
上
が
り
か
ら
前
後
左
右
に
大

き
な
曲
線
で
幹
が
構
成
さ
れ
て
い
て
、

樹
頂
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
曲
が

り
が
小
さ
く
な
る
こ
と
。
ま
た
幹
は

正
面
に
や
や
傾
く
よ
う
に
し
ま
す
。

枝

、

　
老
樹
の
感
じ
を
だ
す
た
め
に
、
き

き
枝
を
は
じ
め
、
枝
は
全
体
に
下
垂

気
味
に
つ
く
り
ま
す
。

　
枝
順
が
多
少
整
わ
な
く
て
も
不
自

然
さ
は
感
じ
ま
せ
ん
。

樹
　
冠

　
樹
冠
は
ま
と
ま
っ
た
や
や
大
き
め

の
形
が
似
あ
い
ま
す
。

様木

模
様
木
に

む
く
樹
種

　
ク
ロ
マ
ツ
、

ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
、

ア
カ
マ
ツ
、

ニ
シ
キ
マ
ツ
、

シ
ン
パ
ク
、

モ
ミ
ジ
、
ブ

ナ
、
ソ
ロ
な

ど
で
す
．


